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体重 1 1. 1 ,.._, 1 8. 9 kg. 平均 1 4.0 kg.の雑種成犬 8 頭を対象とした。ペントパルピタール麻酔下に，摘
牌後，超音波トランジットタイム血流計にて門脈血流量 (PV F) ，肝動脈血流量 (HAF) を測定した。
PVF と HAFの和を総肝血流量 (TH F) とした。門脈抵抗 (PVR) ，肝動脈抵抗 (HAR) ，腸管
抵抗 (GutR) を血圧ならびに血流量より算出した。門脈ならびに肝静脈に採血用カテーテルを挿入し，
血液酸素飽和度(それぞ・れSpV02. S hV02 )を，へ壬オキシメーターOSM3 にて測定した。同時に動
脈血を採血し，アセト酢酸ならびに F ヒドロキシ酪酸を酵素法にて測定し，両者の比すなわち動脈血ケト
ン体比 (AK B R) を算出した。横隔膜直上で下行大動脈を結繋し，頚動脈一大腿動脈バイパスにて腹部
大動脈血流量 (AoF) を規定し，下大静脈の絞掘により下大静脈圧 (IVCP) を調節した。
実験 1 (予備実験) :雑種成犬 3頭において 上記の測定装置ならびにバイパス回路を装着し， AoF を
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6 0 m 1 1m inl kg.に， 1 VC P を 5mmHg 1 :保ち，バイパス開始後 2 0 分毎に 8 0 分まで P V F , HA 
F , ShV02 , AKBRの経時的な変化を観察した。
実験 2 :雑種成犬 5 頭を， 4 つの血行動態，すなわち Group-l :高流量低静脈圧群 (AoF 6 0 m 1/ 
min/kg., 1 VC P 5mmHg) , Group-2 :高流量高静脈圧群 (AoF 6 0 , 1 V C P 2 0) ,Group 
-3 :低流量低静脈圧群 (A0 F 2 0 , 1 V C P 5) , Gr ou p -4 :低流量高静脈圧群 (AoF 2 0 , 1V 
CP 20) にこの順で変動させ，各血行動態を 2 0 分間維持後， P V F , H A F , S h V02 , A K B R を測
定した。上記の血行動態の変動による肝血流量， ShV02 , AK B R の変化，ならびに肝血流量と ShV02 ，
AKBR と ShV02 の関係を検討した。
〔成績〕
(実験 1) :バイパス開始後， 20 , 4 0 , 6 0 , 80 分毎の PV F , H A F , T H F , S hV02 , A K 
BR はほぼ一定で，経時的lと有意な変化を認めなかった。
(実験 2)
1. P V F , H A F , T H F , S hvO 2 , A K BR は全て， Group-ll乙比し Group-3 で， Group-2 
1と比し Group-3 でそれぞれ有意に低値であったD
2. PV F はGroup-l 11:比し Group-2 で， Group-31と比し Group-4 でいずれも有意に低値であった。
HAF は， Group-l と Group-2 および、Group-3 と Group -4 の聞に有意差を認めなかった。 THF
は， Group-1 と Group-2 で、は有意差を認、めなかったが， Group-31と比し Group-4 で有意に低値で
あった。 ShV02 ， AK BR はいずれも Group-l と Group-2 ， Group-3 と Group-4 の間で有意差
を認めなかった。 GutR は， Group-2 , Group-4 で，それぞ.れGroup-l ， Group-31と比し有意に
高値であったが， PVR , HAR はGroup-l と Group-2 ， Group-3 と Group-4 との聞に有意差を
認めなかった。またPVFの変化率と GutRの変化率との聞に，有意の負の直線相関が認められた。
3. HAF と ShV02 との聞に，有意の正の直線相関を認めた。 PVF およびTHF と ShV02 との聞に
は相関を認めなかった。 AKBR と ShV02 との聞にも有意の正の直線相関が認められた。
〔総括〕
1.雑種成犬において，腹部大動脈血流量 (AoF)および下大静脈圧 (1 VCP) の変動時の肝血行動態
の変化を検討した。また，肝静脈血酸素飽和度 (ShV02 )の肝瀧流状態の評価法としての意義を検討
した。
2. 1 V C P が一定の条件下においてAoF の減少により，門脈血流量 (PV F) ，肝動脈血流量 (HA
F) ，総肝血流量 (TH F) はそれぞれ有意に減少し，また ShV02 および動脈血ケトン体比 (AKB
R) も有意に低下した。
3. AoF が一定の条件下において IVCP の上昇により， PVF は有意に減少したが， HAFは有意の





4. AoFが一定の条件下において IVCP の上昇により，揚管抵抗 CGutR)は有意に増加したが，門脈
抵抗，肝動脈抵抗は有意、の変化を示さなかった。また PVFの変化率と GutRの変化率との聞に有意の
負の直線相関を認めた。
5. ShV02 と HAF との間に有意の正の直線相関を認、めたが， PV FおよびTHF と ShV02 との聞に
は有意の相関を認めなかった。また ShV02 と AKBR との聞に有意の正の直線相関を認めた。
6. 以上より，心拍出量の低下は， PVF , HAFの両者を減少させ肝の hypoxia を来しやすいが，心
拍出量の低下を伴わないCVP の上昇では， PVF は減少するがHAFは減少せず，従って肝での
hyoxi aを来しにくい乙とが示唆された。また ShV02 はHAFIC::関連し，その低下は肝の hypoxia
を反映する乙とが示された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，関心術々後の肝障害の発生機序を明らか lとする目的で，成犬において腹部大動脈血流量およ
び下大静脈圧を変動させて肝血行動態の変化を検討したものである。その結果，腹部大動脈血流量を低下
させた時には，下大静脈圧の高低にかかわらず，門脈血流量，肝動脈血流量の両者が減少し，肝の
hypoxia が生じ易いが，一方下大静脈圧のみの上昇では，門脈血流量は減少するが肝動脈血流量は減少
せず，その結果肝の hypoxia は生じにくい乙とが示された。本研究で得られた結果は，循環不全時の肝
血行動態に関する新しい知見であり，臨床的にも重症心不全例における肝障害の予防に寄与すると乙ろ大
である。
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